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１．はじめに 

 道路は社会経済や国民の生活を支える重要なインフ

ラであり，その整備状況やサービスの質について評価

することは重要な事項である． 

 一方で，道路のサービス状況は区間で評価されるこ

とが多く，これを都市レベルで面的に評価することや

全国的に比較することは少ない．しかし，道路の整備

計画を定めるにあたっては，個々の都市がどの程度の

サービス状況を提供できているかをまず明らかにして

おくことは適切なサービスを提供するという観点から

も重要であると考えられる．  

そこで本研究では，全国の自治体に対して，都市レ

ベルでの道路の整備状況やサービス状況を面的に明ら

かにするとともにその違いと特徴を考察する． 

２．既往研究と本研究の位置づけ 

葛西 1)らは，特定範囲内の面的な道路サービスの評

価において，MFD の考え方を用いた手法を提案してい

る．この中で，信号交差点が密集するような都心部で

の一定区間での適用や，市町村程度の規模での評価に

おいて MFD の活用の可能性があることを指摘してい

る．また，神奈川県内３市の政令指定都市において試

行的に評価を行っており，道路のサービス水準が道路

の種類によって階層的に実現できていないことを示し

ている． 

このように，MFD は交通状態量（QVK）の変化に対

し面的にも一定の（連続的な）関係があることから，

これをもとに各都市のサービス状況を比較評価しよう

とする考え方は非常に合理的である． 

しかし，本研究のように全国各都市の道路のサービ

ス状況の違いを明らかにしようとした場合，交通状態

量の変化を全ての都市において捉えることはあまりに

も複雑であり現実的ではない．むしろ，混雑時など一

時点で比較することの方がわかりやすく，それによる

一定の評価も可能であると考えられる． 

これに対して，大川ら 2)は，東北地方，関東地方， 

中国地方の県庁所在地(18 都市)と東京都区部を対象に 

 

混雑時という一時点の面的な交通状態量について分析

を行っている．その結果，都市規模により道路のサー

ビス状態に違いがみられることを明らかにしている． 

このため，本研究は，上記の先行研究を参考に全国

の５万人以上の 712 都市に対象を広げ，都市規模によ

るサービス状況の違いについて分析を行う． 

３．分析用データセットの作成 

分析にあたっては，平成 22 年度道路交通センサスの

混雑時間帯のデータより，対象都市内の平均交通量，

平均旅行速度，平均交通密度を算出する．さらに，平

成 22 年度国勢調査の人口，面積 3)のデータを加え，こ

れをデータセットとして作成した． 

４．都市別にみるサービス状況 

（１）人口集積度合と道路延長 

図－１は人口密度と道路延長の関係を示している．

人口の集積度合が高い都市ほど面積当たりの道路延長

は長く，人口当たりの道路延長は短い傾向にある． 

 

図－１ 対象都市の面積・人口当たりの道路延長 

（２）人口集積度合と平均旅行速度・平均交通密度 

図－２は，人口密度と各都市内の平均交通密度と平

均旅行速度の関係を示している．人口の集積度合が高

い都市ほど平均交通密度は高く，平均旅行速度は低い

傾向にある． 

 

図－２ 人口密度と平均交通密度・平均旅行速度 
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（３）人口の集積度合とピーク特性 

図－３は，人口密度と各都市のピーク率(＝混雑時間

帯平均交通量／12時間交通量)の関係を示している．人

口の集積度合が小さな都市ほどピーク率が高く朝夕の

限られた時間に交通が集中する傾向にある．一方で，

人口の集積度合が大きくなる都市ではピーク率が低く

朝夕問わず一定の交通量が実現していると考えられる．  

 

図－３ 人口密度とピーク率 

（４）人口集積度合と平均交通密度・平均旅行速度 

 図－４は各都市の平均旅行速度・平均交通密度の関

係を示したうえで，これを４つの人口密度階層別に表

している．平均交通密度が高い都市ほど平均旅行速度

は低い傾向にあるが，これは図―２にもみられるよう

に人口の集積度合とも関係していることがわかる． 

 

図－４ 平均交通密度と平均旅行速度の都市（都市別） 

（５）K-V 特性から見る個別都市のサービス状況 

 これまでの分析から人口集積の度合によって，道路

のサービス状況に違いがみられることが確認できた．

図―５では，さらに人口集積の度合によって交通状態

にどのような特徴がみられるか，（４）で分類した都市

グループの中から代表的な都市を選定し，道路交通セ

ンサス区間ごとに平均交通密度と平均旅行速度の関係

をプロットした．ここで例示する代表都市は，各都市

グループの中から平均交通密度と平均旅行速度がそれ

ぞれ 40～60 パーセンタイル値にあるサンプル数が多

い平均的都市である．  

 これらを比較した結果，人口の集積度合の高い都市

ほど交通密度が高く旅行速度の低い区間が多く存在し

ている．その一方で，これら都市ほど交通密度が同程

度に低いものの，一般道路において 50km/ｈを超える

ような比較的高い旅行速度が実現している区間が少な

く，トラフィック機能を有し都市の骨格となる速度帯

が欠如していることを示している． 

 

    図－５ 各都市の交通密度と旅行速度 

        (センサス区間別) 

5．おわりに 

本研究では，全国の都市における道路の整備状況や

サービス状況について概観するとともに，その違いに

ついて考察した．その結果，都市の規模に応じて道路

の整備状況やサービス状況に違いがみられた．また，

人口集積の高い都市ほど都市の骨格となる速度帯が欠

如している可能性があることを示した． 

なお，本研究では単に都市規模を人口密度で代表し，

道路のサービス状況を比較しているが，本来は都市構

造や道路ネットワーク特性も考慮すべきである．今後

はこのような点も踏まえた評価を行う必要があると考

えている． 
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